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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

児
童
扶
養
手
当

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
子
ど
も
を
育
成
す

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

子
育
て
支
援
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
（
心
身

に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
児
童
は
、
２０
歳
の
誕
生

日
の
前
日
の
属
す
る
月
ま
で
）

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、

事
実
婚
が
あ
る
な
ど
、
手
当

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

平
成
２６
年
１２
月
手
当
分
か
ら

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い

る
人
も
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
の
額
よ
り
低
い
場
合

に
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

児
童
扶
養
手
当
額
は
、
所
得

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
で
は

　国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
が
、
交
通

事
故
な
ど
第
三
者
の
不
法
行
為

で
、
け
が
や
病
気
を
し
た
場
合

は
、
被
保
険
者
の
届
け
出
に
よ

り
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
届
け
出
後
、
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
一
時
的
に
医
療
費
を
立

て
替
え
、
後
で
加
害
者
に
請
求

し
ま
す
。

　事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
（
傷
病
届
等
関
係

書
類
の
提
出
）
は
法
律
で
義
務

に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
以

上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
人

２０
歳
の
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
ま
で

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
手

当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費

通
知
の
は
が
き
を
昨
年
度
ま
で
、

年
４
回
（
６
・
９
・
１２
・
３
月
）

送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

２８
年
度
か
ら
年
２
回
（
９
・
３

月
）
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
医

療
費
は
総
額
を
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
確
認
の
際
は
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
示
談
を
済
ま
せ
た

り
す
る
と
、
立
て
替
え
た
医

療
費
を
加
害
者
に
請
求
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
交
通

事
故
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

健
康
増
進
課
、
各
支
所

健
康
増
進
課
（
国
保
・
後
期
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
（
後
期
の
み
）

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

　観
音
寺
市
情
報
公
開
条
例
に

基
づ
き
、
平
成
２７
年
度
に
請
求

の
あ
っ
た
行
政
文
書
の
開
示
請

求
件
数
は
２３
件
で
、
そ
の
う
ち

全
部
開
示
が
８
件
、
一
部
開
示

が
１４
件
、
不
開
示
が
１
件
で
し

た
。
な
お
、
不
服
申
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
務
課
法
務
文
書
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
を
、
毎
年
１
回
受
給
権
者

か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
確
認
す

る
も
の
で
す
。
現
在
農
業
者
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現

況
届
を
６
月
３０
日
（
木
）
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現

況
届
の
用
紙
は
、
農
業
者
年
金

基
金
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。

　未
提
出
の
場
合
に
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
８

大
野
原
支
所
☎
５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

　６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
受

け
る
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
現
況
届
は
、
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
（
児
童
の
監
督
や

保
護
、
生
計
同
一
の
関
係
な
ど
）

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　対
象
者
に
は
、
現
況
届
の
用

紙
を
６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

内
容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を

記
入
、
押
印
し
て
期
間
内
に
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　６
月
３０
日
（
木
）

　
　子
育
て
支
援
課

　
　
　返
信
用
封
筒
で
郵
送

　

・
現
況
届

・
健
康
保
険
証
（
現
況
届
に
記

載
の
あ
る
受
給
者
）
の
コ
ピ

ー
・
平
成
２８
年
１
月
１
日
に
、
観

音
寺
市
に
住
所
が
な
か
っ
た

人
は
平
成
２８
年
度
所
得
課
税

証
明
書
が
必
要

・
児
童
の
住
所
が
市
外
に
あ
る

場
合
は
、
別
居
監
護
申
立
書

と
住
民
票
（
児
童
を
含
む
世

帯
全
員
の
本
籍
、
筆
頭
者
、

続
柄
等
全
て
記
載
の
も
の
）

が
必
要

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
状
況
に
よ
り
他
の
書

類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　受
け
付
け
方
法
や
空
き
状
況

な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　観
音
寺
市
民
会
館
準
備
事

務
所
（
文
化
振
興
課
内
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
９

　平
成
２８
年
６
月
１
日
現
在
で

全
国
一
斉
に
経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
全

て
の
事
業
所
・
企
業
の
売
上
（
収

入
）
金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理

項
目
を
把
握
し
、
経
済
活
動
を

全
国
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　調
査
票
は
、
国
か
ら
の
郵
送

ま
た
は
調
査
員
に
よ
る
配
布
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
票
の

記
入
内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
回
答
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請

求
や
不
正
取
得
か
ら
個
人
情
報

を
守
り
、
個
人
の
権
利
の
侵
害

を
防
ぐ
た
め
「
登
録
型
本
人
通

知
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
登
録
し
た
人
の
住
民
票

の
写
し
等
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、
本

人
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

●

事
前
登
録
が
で
き
る
人

・
本
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
（
除
籍
を
含
む
）

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人
（
除
票
を

含
む
）

●

登
録
方
法

　本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
課
も
し
く
は
各
支
所
の
窓

口
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
手
続
き

も
で
き
ま
す
。

●

登
録
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

の
本
人
確
認
書
類

・
法
定
代
理
人
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
資

格
を
証
明
す
る
書
類
（
た
だ

し
、
本
市
に
備
え
付
け
の
公

簿
等
で
確
認
で
き
る
と
き
は

省
略
で
き
ま
す
）
と
法
定
代

理
人
の
本
人
確
認
書
類

・
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類

●

通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含

む
）

・
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附

票
、
改
製
原
を
含
む
）

・
戸
籍
の
謄
・
抄
本
（
除
籍
、

改
製
原
を
含
む
）

・
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書

●

交
付
の
通
知

　交
付
通
知
書
に
は
、
次
の
４

項
目
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

①
交
付
し
た
日

②
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類

（
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本

等
）

③
交
付
枚
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別
（
本
人

等
の
代
理
人
、
そ
れ
以
外
の

第
三
者
）

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
に

　
　
　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

観
音
寺
市
民
会
館
利
用

　
申
し
込
み
を

　
受
け
付
け
て
い
ま
す

登
録
型
本
人
通
知
制
度
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

平
成
２７
年
度

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

６
月
は
農
業
者
年
金

　
　
現
況
届
の
提
出
月

申
請
が
必
要
で
す

　
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

後
期
高
齢
者
医
療
の

医
療
費
通
知
の
郵
送
が

年
２
回
に
な
り
ま
し
た

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

６
月
は
「
児
童
手
当
・
特
例

給
付
」
の
現
況
届
の
提
出
月

注

注

注

提
出
先

提
出
期
限

提
出
方
法

必
要
書
類

受
給
期
間

受
給
期
間

提
出
先

注
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
、
消
費
者
情
報
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　消
費
者
友
の
会
で
は
２
カ
月

に
１
回
程
度
、
消
費
者
講
座
を

開
催
し
、
自
主
性
を
も
っ
て
行

動
す
る
消
費
者
に
な
る
た
め
の

学
習
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市
内
在
住
で
、
消
費
者
問
題

に
関
心
が
あ
る
人

年
会
費
５
０
０
円

　商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　（
公
財
）
香
川
県
農
地
機
構
は
、

農
地
の
出
し
手
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
、
受
け
手
と
な
る
担
い

手
の
規
模
拡
大
や
利
用
す
る
農

地
の
集
約
化
に
配
慮
し
て
転
貸

す
る
こ
と
で
、
担
い
手
の
経
営

安
定
や
地
域
の
農
地
利
用
の
最

適
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　農
地
を
借
り
る
た
め
に
は
、

借
り
受
け
希
望
者
と
し
て
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
業
委

員
会
事
務
局
内
に
農
地
集
積
専

門
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、

相
談
の
う
え
、
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
８

　６
月
１
日
～
７
日
は
第
５８
回

水
道
週
間
で
す
。
水
道
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
茂

木
浄
水
場
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

６
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

小
学
生
の
作
品
展
示
は
、
こ

と
し
か
ら
市
役
所
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
６
月

１
日
～
７
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　水
道
局
工
務
課

　
　
　
　☎

２５

−

５
２
４
１

６
月
４
日
（
土
）
式
典

午
後
２
時
～

６
月
１９
日
（
日
）
イ
ベ
ン
ト

午
前
９
時
～
午
後
３
時

粟
井
神
社
境
内

約
３
千
株
の
色
と
り
ど
り
の

ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
る
境
内

で
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催

粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り
実
行
委

員
会
（
粟
井
公
民
館
内
）

　
　
　
　☎

２７

−

６
２
０
９

７
月
２６
日
（
火
）
午
前
１０
時
～

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
食
物

実
習
室
１

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
食
物

系
列
３
年
生

地
元
の
旬
の
魚
の
さ
ば
き
方

を
学
ぶ

小
学
生
の
親
子
１０
組

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

６
月
３
日
（
金
）
午
前
９
時
～

電
話
申
し
込
み
可

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

無
料　農

林
水
産
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

農
地
の
借
り
受
け

　
　
　
希
望
者
募
集

消
費
者
友
の
会
会
員
募
集

茂
木
浄
水
場
を
見
学
し
よ
う

ま
す
。
次
世
代
の
た
め
に
も
、

き
れ
い
な
河
川
や
海
を
み
ん
な

で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
第
４
土
・
日
曜
日

１２
月
第
１
土
・
日
曜
日

回
収
日
の
前
日
の
午
後

（
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

Ｊ
Ａ
香
川
県
五
郷
支
店
、
大

野
原
中
央
集
会
場
自
転
車
置

き
場

　詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　大
野
原
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
１

　
　
　６
月
５
日
は
環
境
の
日

　こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
に
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た

「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　本
市
で
も
「
観
音
寺
市
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
定
め
、

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
美
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
と
し

て
排
出
さ
れ
た
透
明
の
袋
の
中

に
缶
や
ビ
ン
、
金
属
類
が
混
入

し
て
い
ま
す
。「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
」
の
み
の
分
別
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　不
燃
ご
み
は
、
年
間
約
１
、

２
７
０
ト
ン
収
集
さ
れ
、
そ
の

う
ち
約
８０
％
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
で
、
固
形
燃
料
（
Ｒ
Ｐ
Ｆ
）

な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

ま
す
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
は
？

ラ
ッ
プ
類
、
お
菓
子
や
冷
凍

食
品
の
袋
、
レ
ジ
袋
、
フ
ィ

ル
ム
状
の
袋
（
タ
バ
コ
の
外

装
な
ど
）、
生
鮮
食
品
の
ト
レ

イ
や
パ
ッ
ク
、
発
砲
ス
チ
ロ

ー
ル
、
そ
の
他
次
の
マ
ー
ク

を
付
し
た
も
の

　容
器
は
、
水
で
軽
く
洗
い
、

透
明
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　新
聞
や
雑
誌
類
、
段
ボ
ー
ル
、

ア
ル
ミ
製
品
類
、
そ
の
他
の
金

属
類
も
分
別
収
集
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　生
活
環
境
課

　

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　自
営
業
者
や
退
職
者
（
失
業
）

な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
（
学

生
以
外
）
で
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
猶
予

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
年
金
手
帳

と
印
鑑
、
失
業
し
た
場
合
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
を

持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
は
、
前
年
所
得
が
審
査
対
象

で
す
。
確
定
申
告
な
ど
を
忘
れ

ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
免
除
制
度

　申
請
者
本
人
や
配
偶
者
、
世

帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に

応
じ
、
全
額
、
４
分
の
３
、
半

額
、
４
分
の
１
の
４
段
階
で
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　全
額
免
除
以
外
は
、
定
め
ら

れ
た
一
部
の
保
険
料
を
、
納
め

な
け
れ
ば
未
納
に
な
り
ま
す
。

《
免
除
を
受
け
た
場
合
》

・
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

・
受
給
金
額
は
免
除
さ
れ
た
割

合
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　（
追
納
制
度
あ
り
）

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　学
生
を
除
く
３０
歳
未
満
の
人

で
、
申
請
者
本
人
や
配
偶
者
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
猶
予
を
受
け
た
場
合
》

・
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

・
追
納
し
な
い
限
り
受
給
金
額

に
算
入
さ
れ
ず
、
減
額
さ
れ

ま
す
。（
追
納
制
度
あ
り
）

☆
追
納
制
度
と
は

　免
除
や
猶
予
を
受
け
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合

に
比
べ
、
受
給
額
は
減
額
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
１０
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

付
（
追
納
）
で
き
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　な
お
、
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定

の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

　☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

　浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
き

れ
い
に
し
て
環
境
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
保

守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

行
う
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　知
事
指
定
検
査
機
関
（
公
社
）

香
川
県
浄
化
槽
協
会
が
、
順
次

受
検
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

　☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

　下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

捨
て
れ
ば
環
境
汚
染
に
！

回
収
す
れ
ば
大
切
な
資
源
に
！

　大
野
原
婦
人
会
で
は
、
再
利

用
し
、
環
境
を
守
る
こ
と
を
目

的
に
年
２
回
、
廃
食
油
を
回
収

し
て
い
ま
す
。
廃
食
油
は
、
飼

料
や
肥
料
、
燃
料
な
ど
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　会
員
で
な
く
て
も
、
市
内
在

住
の
人
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き

大
野
原
婦
人
会

　
　
　
環
境
保
全
活
動

親
子
料
理
教
室　

　
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

第
３０
回

粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り

毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

６
月
は
環
境
月
間
で
す

国
民
年
金
の

免
除
制
度
・
猶
予
制
度

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

　
　
　
　
分
別
の
お
願
い

食育コーナー

　蒸し暑さが増してくる時季になりました。給食では、水分補給がで

き、食欲をそそる献立作りに努めています。

　今月紹介するジャージャー麺は、本格中華とまではいきませんが、

ビビンバのご飯を麺に置き換えた豚肉みそ麺で、給食風にアレンジし

ています。子どもたちにはとても人気があります。この献立には、最

近栽培が増えている空
くう

芯
しん

菜
さい

とヒジキのかき揚げを加え、麺料理にも副

菜を必ず組み合わせて食べるよう指導をしています。

給食のジャージャー麺　人気です

学校給食課　☎５７－６６６０

★小型キャロットパン　★ジャージャー麺
★ヒジキと空芯菜のかきあげ　★ミニトマト
★オレンジジュース　★牛乳

〈献立〉観音寺学校給食センター

〈４人分〉材　料

中華麺４玉、豚ももひき肉２００ｇ、炒り卵９０ｇ

（卵２個分）、キュウリ１５０ｇ（約１．５本）、にん

じん６０ｇ（約１／２本）、ごま油少々、調味料（濃

口しょうゆ大さじ１、三温糖大さじ１、ショ

ウガ少々、ネギ２本）、スープ（赤みそ大さじ

２、三温糖小さじ２、中華スープ小さじ１、

濃口しょうゆ大さじ１と１／２、水５００ｃｃ）

❶中華麺をゆで、ごま油をまぶしておく。

❷豚肉にショウガとネギ、調味料で下味を付けた後、油で炒める。

❸❷にスープの調味料を加えて火を通し、豚みそ味スープを作る。

❹卵を炒り卵にし、キュウリとニンジンは千切りにしてさっとゆ

でておく。

❺中華麺の上に❹を彩りよく飾り、❸のスープ（１人約１５０ＣＣ）

をかけていただく。

作り方ジャージャー麺

廃
食
油
回
収
日

ド
ラ
ム
缶
設
置
日

ド
ラ
ム
缶
設
置
場
所

募
　集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

料

料

持

注

講

財田川

●観音寺第一高等学校

県道観音寺池田線

市道財田川左岸線

市道財田川右岸線

至市役所

観音寺市
水道局
茂木浄水場

●喫茶店

大
小
路
橋

稲
積
橋

●病院

●コンビニ
　エンストア

●病院

イベント会場

河川敷駐車場
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

21

日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

６
月
５
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
、
中
部
中
学

校
、
豊
浜
中
学
校

６
月
１９
日
（
日
）

大
野
原
中
学
校

６
月
２４
日
（
金
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
前
１１
時
３０
分

香
川
西
部
養
護
学
校

事
前
申
し
込
み
が
必
要
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

同
校

　
　☎

２５

−

１
７
７
５

６
月
１８
日
（
土
）
午
前
８
時
４０

分
～
午
後
０
時
３０
分

香
川
県
立
聾
学
校

☎
０
８
７

−

８
６
５

−

４
４
９
２

　
　
　看
護
師
（
第
１
回
）

６
月
９
日
（
木
）、
看
護
師
（
第

２
回
）
７
月
７
日
（
木
）、
行

政
職
ほ
か
７
月
２１
日
（
木
）

試
験
日
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　三
豊
総
合
病
院
人
事
課

　
　
　
　☎

５２

−

３
３
６
６

７
月
～
平
成
２９
年
１
月

（
土
曜
日
開
催
、
計
５
回
）

午
前
９
時
～
正
午

笠
田
高
等
学
校

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
定
員
３０

人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

開
催
日
や
材
料
費
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　同
校

　☎
６２

−
３
３
４
５

６
月
１０
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

電
話
相
談
（
相
談
日
の
み
開
設
）

☎
０
１
２
０

−

６
１
０

−

１
６
８

香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

思
春
期
相
談

６
月
１３
日
（
月
）
午
後
２
時
～

心
の
健
康
相
談

６
月
２２
日
（
水
）
午
後
１
時
４５
分
～

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

６
月
２３
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

電
話
相
談
（
相
談
日
の
み
開
設
）

☎
０
８
７

−

８
２
３

−

０
０
０
５

面
接
相
談
（
要
予
約
）

　香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

６
月
２９
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー

離
婚
、
相
続
、
金
銭
貸
借
、

交
通
事
故
、
土
地
の
境
界
な
ど

観
音
寺
調
停
協
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
４
６
７

６
月
１６
日
（
木
）
～
３０
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

事
前
予
約
が
必
要

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

相
　談

お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

全
国
一
斉
女
性
の
権
利

　
　
１
１
０
番（
無
料
）

就
農
相
談

無
料
調
停
相
談
会

笠
田
高
校
開
放
講
座

暮
ら
し
い
き
い
き
講
座

全
国
一
斉
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
無
料
）

精
神
保
健
相
談（
無
料
）

ふ
れ
あ
い
の
日
小
学
部
体
験
入
学

香
川
県
立
聾
学
校
学
校
開
放
日

三
豊
総
合
病
院
企
業
団

　
　
　
　
　
職
員
募
集

７
月
５
日
、
１２
日
、
１９
日
、

２６
日
（
火
曜
日
・
全
４
回
）

午
後
８
時
～
午
後
９
時
３０
分

豊
浜
小
学
校
体
育
館

初
心
者
、
経
験
者
も
可

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

６
月
２９
日
（
水
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　豊
浜
中
央
公
民
館

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３

企
業
５０
社
程
度
参
加
予
定

　観
音
寺
市
内
と
三
豊
市
内
の

企
業
と
就
労
希
望
者
を
結
び
つ

け
る
こ
と
で
、
新
た
な
労
働
力

の
開
拓
や
人
材
確
保
、
定
住
に

つ
な
げ
る
た
め
、
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
２
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

高
瀬
町
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

１
階
、
３
階
（
三
豊
市
役
所
前
）

地
元
の
高
校
生
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
者
（
大
学
な
ど
の
新
卒

者
お
よ
び
既
卒
者
）

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

女
子
の
部

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手

４
人
）

○

１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

○

２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

　（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

男
女
混
合
の
部

男
性
２
人
ま
で

６
月
１９
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら
受
け
付
け

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含

む
）

６
月
７
日
（
火
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

７
月
１
日
～
２９
日
の
火
・
金

曜
日
（
全
８
回
）
午
後
７
時
３０

分
～
午
後
９
時
３０
分

小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
順

延
あ
り

７
月
３１
日
（
日
）
テ
ニ
ス
教
室

交
流
大
会

市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

６０
人

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

２
、
０
０
０
円
／
人
（
保
険

料
含
む
）

６
月
２０
日
（
月
）
ま
で

当
日
受
け
付
け
不
可

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

７
月
３
日
、
１０
日
、
２４
日
、

３１
日
（
日
曜
日
・
全
４
回
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
小
学
校
プ
ー
ル

５
歳
以
上
で
保
護
者
が
付
き

添
え
る
人

３０
人
（
先
着
順
）

１
、
０
０
０
円
／
人

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

月　日 ス　ポ　ー　ツ　行　事

６／１１

三観地区中学校総合体育大会陸上競技
９：００～／総合運動公園
平成２８年度県ジュニア四国ジュニア予選会（新体操）
９：００～／市立総合体育館

１２

観音寺中央ライオンズクラブ杯中高交流サッカー大会（若草杯）
９：００～／総合運動公園
第４０回市長杯一般男女バレーボール大会
９：００～／萩原体育館ほか
少林寺拳法香川県大会
１０：００～／市立総合体育館

１６
観音寺親睦グラウンド・ゴルフ交歓大会
８：３０～／総合運動公園

１９
平成２８年度地区別町別男子ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園

１９・２６
７／１０

第１１回市長旗争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

２６

第６２回交流大会（ペタンク）
８：００～／財田川河川敷一ノ谷コート
第１１回市スポーツ少年団交流体育祭
８：３０～／市立総合体育館
全日本ゲートボール選手権香川県大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

７／２・９

三観地区中学校総合体育大会ソフトテニス競技
８：３０～／総合運動公園ほか
三観地区中学校総合体育大会サッカー競技
９：００～／総合運動公園

２・３・９
三観地区中学校総合体育大会野球競技
８：４０～／総合運動公園ほか１会場

５
第１６回香川県普及指導員研修大会（グラウンド・ゴルフ）
９：００～／総合運動公園

９・１０
三観地区中学校総合体育大会バドミントン競技
９：００～／市立総合体育館

参
加
者
募
集

観
音
寺
市
テ
ニ
ス
教
室

三
豊
市
・
観
音
寺
市

　
　
合
同
就
職
説
明
会

参
加
者
募
集
健
康
づ
く
り

　
春
季
ソ
フ
ト

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

　
ち
び
っ
こ
水
泳
教
室

資
源
回
収
予
定

参
加
者
募
集
初
心
者

バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
教
室

注

注

注

注 注

募
　集

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

休館日（月曜）　　 6・13・20・27日

★おはなし会
★古典文学講座

11日（土）　　10：30～11：30
18日（土）　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「多摩川物語」ドリアン助川  著（ポプラ文庫）
★リサイクル図書の配布
★おりがみでディズニーツムツムを折ってみよう！

４日（土）　13：30～14：10
25日（土）　10：30～11：10
21日（火）　11：00～11：30
17日（金）　13：30～

７日（火）～12日（日）

18日（土）　14：00～15：00

中央図書館

豊浜図書館
★工作教室
　空気砲をつくって遊ぼう！
★おはなし会
　大型絵本「おじさんのかさ」ほか

４日（土）　13：30～14：30

25日（土）　10：30～11：00

ワタナベマキ/著
女子栄養大学出版部/発行

観音寺市で作られている、海の恵み
がたっぷり詰まった、いりこだしを
使ったレシピを紹介。

とき
6 月18日（土）

14：00

～

15：00

ところ
中央図書館会議室

定員
20人・先着順
参加費無料

申し込み・問い合わせ先
中央図書館

☎ 23−3960

瀬戸内「やまくに」のいりこで
毎日おかず

おりがみで
ディズニーツムツムを

折ってみよう！

一般書
１位「火花」
　　 又吉直樹 　　　　124 回
２位「ラプラスの魔女」　
　　 東野圭吾　　　　　67 回
３位「人魚の眠る家」
　　 東野圭吾　　　　　51 回
児童書
１位「鹿の王 上」
　　 上橋菜穂子　　　　45 回
１位「鹿の王 下」
　　 上橋菜穂子　　　　45 回
３位「精霊の守り人」
　　 上橋菜穂子　　　　11 回

今月のおすすめ本

年間予約ベスト３
平成27年度に最も多く

予約された本のベスト３を発表！

料

料 料

持

注

主

主

主

ス
ポ
ー
ツ

市内の交通事故
１／１〜４／３０

（　）内は昨年

発生件数
１１９件

（１４９件）

死者数
　　４人

（　　１人）

負傷者数
１４４人

（１７７人）

応
募
締
切
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